
問い合わせ先：武蔵野大学数理工学センター
http://matheng.jp/

組織委員： 薩摩順吉，阿部修治，西川哲夫，渡辺知規，
木下修一，田中健一郎，友枝明保，松家敬介，八島亮子

りんかい線 「国際展示場駅」 徒歩7分

2月12日 16:30-18:00(金)
武蔵野大学有明キャンパス，1号館 3階 306室

熱帯雨林や珊瑚礁などの巨大な生態系の種数や個体数
を調べると，環境に依存して特徴的な生物多様性のパ
ターンが見出される。群集生態学者たちは，どのよう
な因子に従って生物多様性とそのパターンが維持され
るのかを研究してきた。本講演では，大規模生態群集
における生物多様性とその
維持機構やパターンの創発
に関する理論研究の歴史か
ら始めて，理論物理学やシ
ミュレーション科学の方法
による最新の知見，特に種
間相互作用ネットワークの
構造が群集ダイナミクスに
与える影響などの最近の研
究結果を紹介する。

事前登録不要・参加無料：どなたでも自由にご参加いただけます．
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時田 恵一郎 氏

(名古屋大学大学院情報科学研究科)

生態系の生産力を表すパラメータpに
依存するランクーアバンダンス関係


